






























































































































































































松軒（『東遊雑記』東洋文庫27  平凡社  1980年）、寛政
元年（1789）に菅江真澄（『菅江真澄遊覧記』2  東洋文
庫68  平凡社  1969年）、弘化3年（1846）に松浦武四郎
（『校訂蝦夷日誌』2編  北海道出版企画センター、1999
年）などが訪れ、それぞれ紀行文に当時の見聞を書き記
している。「江桧図」の描写が宝暦前期とすると、平秩東
作や菅江真澄が訪れるまでに短くても約20～25年経過し
ている。当時の景観は極端な天変地異や急激な政治的経
済的変動がなければ、それほど変わっていなかったと考
えるのが自然であり、建物や景観に劇的な変化はなかっ
たと考えてよいではないか。�
　そのうえで、これらの紀行文などを参考に「江桧図」
を考証していくと、絵図からは知りえない事実もわかる。
たとえば、海岸の近くに板屋根に置石が置かれている商
人たちの立派な木造蔵が描かれているが、この木造蔵に
ついて『東遊雑記』には「土蔵も檜板・槙板にて包みま
わして綺麗に見ゆ」とある。すなわち、「江桧図」では単
なる木造蔵にしか見えないが、それが土蔵で、板で化粧
回しを施した土蔵であることが文献からはじめて知りえ
るのである。ただ、木造蔵にみえる蔵が、全部が全部、
土蔵であったとは断定できないであろう。板化粧回しの
蔵もあったということである。こうした点は例外として
も、いうまでもないことであるが、逆に、文字説明だけ
からでは容易に理解しがたい情景や表現しにくい人々の
仕草、道具などがリアルに表現され、理解を助けてくれ
るというメリットもある。また、当然、描かれてあるべ
きものが無い場合もある。�
　いずれにしろ、絵図の読み取りには─どのような絵図
であるかにもよるが─人間の生活史全般や産業史、政治
史などの専門知識が要求される。そうでなければ、絵図
を容易に読み解くことは出来ないであろう。�
�
�
　「江桧図」は模写である。本来、模写は原画を「忠実」
に写し取ることが要求される。しかし、実際は模写をす
る絵師の意図・感情が投入されて、時にはところどころ
原画に照らして詳細に比較すると、微妙に異なる場合が
気づいた点その2─�
右双「江差浜鯡漁之図」を読むにあたって�
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気づいた点その3─模写図絵しか無い場合�4
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見受けられる。先にも触れたが「江桧図」の原画は不明
である。模写の「江桧図」で検討するしかないが、鰊漁
に携わる漁民たちの描かれた服装や被り物を詳細にみる
と、かなり現代的な被り物も散見される。しかも数種類
描かれており、それらが当時からあったものかどうかも
確証しがたく、疑問に思われるものも多い。絵師の創意・
創作が感じられるのである。そうしたなかで、松前蝦夷
地を対象にした、幕末江戸風俗事典『守貞謾稿』（東京堂
出版、1992年）などのような参考にすべき事典があれば
心強いが、無い。唯一、参考になると思われるのが、天
明8年～寛政元年の比良野貞彦「奥民図彙」  などに描か
れた東北の民衆の服装や道具などである。絵引を作成す
る場合、それを時代に則して、どう呼ばれていたのか、
あるいはそれを表現する語彙をどうするか、という問題
も起きる。たとえば、被り物などを詳細に検討すると、
いろいろな被り物が描かれているが、解読する典拠とな
る事典類がほとんどない。�
　何を参考に「江桧図」を、否「絵図」を読み解けばよい
のか。ぼやきになるが、「絵図」の読み解きにはいつもこ
うした問題が立ちはだかる。関連文献の博捜が「絵図」
の読み解きの鍵になろう。�
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北海道　1937年　160～161頁の挿入図、181頁。ただし、
『新撰北海道史』第2巻通説1掲載の「桧山土場之図」は一
部だけの掲載で、河口付近の海岸における鰊加工の情景が
カットされている。�
たとえば、『詳解 日本史B』三省堂　1994年　152頁。
『日本史B』東京書籍　2003年　201頁。 �
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泉靖一編『アイヌの世界』鹿島研究所出版会　1968年　
152頁�
菅江真澄「えみしのさえき」『菅江真澄全集』第2巻�
未来社　20頁�
『江差町史』第5巻通説1　江差町　1982年　224、�
386～388頁�
前掲「えみしのさえき」『菅江真澄全集』第2巻�
未来社　28頁�
「江差町史年表」『江差町史』第6巻通説2�
別冊　江差町　17～35頁�
『日本庶民生活史料集成』4巻　三一書房　1969年�
（13）と同じ�
大友喜作編『北門叢書』第1冊　国書刊行会　1972年　�
前掲『日本庶民生活史料集成』第10巻　1970年�
「江差浜鯡漁之図」（「江差桧山屏風」右双）�
18世紀中ごろ鰊群来（クキ）に湧立つ江差（北海道桧山郡江差町）前浜の鰊差（刺）網漁の情景。�
後景には鰊場への仕込み、あるいは鰊製品を扱う近江商人店（「丙浜組」）が軒を連ねている。�
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